
6月3日（月）に学生2名+職員10名で奨学生会議を開催しました。今回は、東予の地元に帰省して実習中

の5年生2名に合わせて、“初めて”会場を新居浜協立病院にて行いました。協立病院薬剤科のプチ見学会+石

井薬剤師の「民医連薬剤師の歴史と役割～愛媛県連薬剤師集団として～」と題した講演+懇親会というメ

ニューでした。

講演では、民医連とHIVや肝炎などの薬害の取り組み、民医連の掲げる「無差別・平等」の医療の実践で

無料低額診療に取り組んでいること、振動病の認定や点数化される前から在宅医療を行ってきた歴史、いの

ちを守る立場から、戦争や戦争につながる基地問題、改憲に反対すること、などを語っていただきました。

講演の後は、近所の居酒屋さんで懇親会。病院と調剤薬局での実習の様子や研究室の話題で、数年先輩か

らン10年の先輩の経験なども交えて盛り上がりました。週の最初の月曜日で学生も職員も翌日以降の体調の

こともあり、オーダーストップ前に真っ赤な顔をした一部の参加者を除いて解散しました。
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<感想>

・いろいろな薬害にも貢献しているなど、民医連

の今までの活動が少しわかった。

・改憲が問題になっているがなるべく変えないほ

うがいいと思った。

担当が変わります！
薬学生担当が林から松野に交代するこ
とになりました。徐々に引き継いでい
きますのでよろしくお願いします。


